
 

【地震に強いまち】 

渋谷駅周辺の駅舎や商業施設は昭和初期や古いものでは大正時代に造られたものもあり、それ以来増改築が繰

り返されて現在に至っています。 

老朽化した駅舎の建替えや再開発事業による複数のビルの共同化により、耐震性が向上し、地震に強いまちと

なります。 

【災害時にやさしいまち】 

人が多く集まる渋谷駅周辺では、災害時における情報発信や帰宅困難者の受け入れなどの取り組みが重要とな

ってきます。 

地域防災計画に基づいて、渋谷区・帰宅困難者対策協議会・事業者など官民が連携し、災害時に有効な情報発

信を行う体制を構築します。また、帰宅困難者を受け入れるための一時滞在施設、非常用発電機などを整備す

るとともに、受け入れのための水や食料など必要物資を備蓄し、災害時も人に優しいまちづくりを進めていま

す。 

【ゲリラ豪雨にも負けないまちづくり】 

渋谷駅は谷底に位置し、ゲリラ豪雨時には都市型水害が起こりやすい地形となっています。 

西口の地下に神南貯留管が埋設されているのに加え、さらに東口の地下にも４０００ｔの雨水貯留槽を整備しま

す。また、渋谷駅中心地区の大規模建築物にも貯留槽を設置するなど、官民連携した都市型水害に強いまちづく

りを進めています。 


